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論　　文　　の　　要　　旨
　花成誘導に低温を要求する作物においてヨー且は花成を誘導した春化効果が高温や乾燥等により
抑制または消去されることをDevema1izat三㎝（脱春化）といいヨ自然条件下では主として温度及び
光がこの現象に関与していると考えられている。ダイコンにおいてもこの現象がみられう熱帯にお
ける採種栽培で花成に必要な低温が不足したり、逆に花成による抽だいが食晶としてのダイコンの
品質を著しく低下させるなど，採種や実際栽培上重要な問題である。本研究は品種ミノワセダイコ
ンを材料とし雪ダイコンの脱春化現象について，花成に及ぼす諸要因ラ脱春化に及ぼす温度条件及
び光条件の影響を中心として行ったものである。
（1）花芽分化の段階及び花成に及ぼす温度及び日長の影響
　　まずダイコンの種子を催芽後5℃で30日間春化した後水耕で栽培し言茎頂部の花芽分化の状態
　を走査型電子顕微鏡で観察した。春化処理を行わなかった対照区は定植72日後でも抽だいを見な
　かったが、春化処理区は定植後平均12日で抽だいした。開花までの平均日数は29日、平均開花
　節位は五2．4節でありラまたヨ第1花の直下には平均3．2枚の異形葉（小葉数が少なくかつ小形と
　なり雪先端が尖った複葉）を着けた。花芽の形態的発育段階は栄養生長期から花芽分化期まで次
　の4段階に分けられた。（五）栄養生長期：生長点が小さくヨ円形平滑、直径約250μm。（2）分化初期一
　（ドリーム状期）：生長点が肥大肥厚しラ直径が増加して300μ㎜以上となる。（3）側枝分化期：最
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　新の葉腋に側枝を分化。（4）花芽原基分化期：茎頂部の最新節が伸び始めラ花芽を分化する。なお
　側枝原基の発育段階は茎頂部と同じ順序を経過する。
　　従来ラ花芽分化期は茎頂部が肥大するドーム状期で判定することが多かったがラ本実験におい
　てヨ茎頂部がドーム状になってもその後の状態によって花芽分化に至らない場合があり，一方雪
　一旦側枝分化期に達したものは必ず花芽を分化することを観察したのでラこの時期を花芽分化の
　決定の指標とすることが適切と判断した。
　　催芽種子を8℃の温度で春化処理を行いヨ処理期間中の日長の春化効果に及ぼす影響を観察し
　た結果ラ春化中は12時問以下の短日が花芽の分化を促進し雪春化後は長日が花成を促進した。ま
　た春化中の短日による花成促進効果は春化後の短日条件によって消去された。花芽形成に最適な
　春化後の温度及び日長条件は25℃一16時問日長の組み合わせであった。春化後の温度が30℃以上
　の場合には葉の分化及び花茎の伸長が遅くう花茎の形態が異常となりうかつ側枝の分化数も減少
　した。
（2）温度条件が脱春化に及ぼす影響
　　5／5℃（昼温／夜温、以下同じ），15βCヨ15／15℃、20／5℃及び30／5℃の5種類の昼夜温度条件
　で春化処理を行った。5～20℃では生長点の直径が日数に対し直線的に増加したがヨ30℃では初
　期の10日問急激に増加しラ以後増加速度が著しく低下した。昼温20℃の時ヨ葉の分化が最も速く
　（1日当たりO．52枚）進んだ6春化処理中の昼温及び夜温をさまざまに組み合わせた処理を行
　いヨ春化及び脱春化に及ぼす昼温及び夜温の影響を観察した。その結果昼温夜温ともに高くなる
　につれて抽だい1開花が遅れる傾向が見られた。春化に有効な最高限界温度は15℃ラ脱春化を起
　こす最低限界温度は1πであった。20／5℃は不完全な脱春化を起こす条件でありラ処理期間の延
　長により春化効果が蓄積されて花芽分化に至った。
（3）光条件が脱春化に及ぼす影響
　　夜温5℃，昼温5ラ20または30℃の春化処理中の光強度を5，！0または30k1uxとして、春化に
　対する効果を観察した。低温が充分な5／5℃区では光強度の影響は見られなかったがヨ昼温が
　20℃または30℃の区では強光が脱春化を起こして開花を遅らせヨ葉数を増加させた。この結果か
　らラ春化中の昼温の上昇と強光が脱春化を起こすことが明らかとなった。またヨ夜温5℃としヨ
　昼温を5℃または20℃としたときの日長の影響を観察した。充分な春化条件である5／5℃一五2時
　間日長では早く開花しう葉数も少なかったが、脱春化条件の昼温20℃の下では，長日（亙6時問）
　条件が脱春化効果を促進した。このとき乾物蓄積速度は5／5℃区で最も速くヨ脱春化温度の下では
　長日条件下で大きい傾向があった。
審　　査　　の　　要　　旨
ダイコンの花成には発芽種子または幼植物が低温に遭遇することが必要である。この性質は熱帯国
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亜熱帯の平地におけるように低温の季節がない地域における採種栽培上重要な問題でありヨまた日
本のような温帯圏におけるダイコンの生産においては低温による花成画抽だいの結果品質を著しく
低下させ，花成を阻止することが重要な課題である。このため近年トンネル栽培やマルチ栽培によっ
て抽だいを阻止する技術が採用されている。低温による春化の過程で高温や乾燥が春化の効果を消
去する脱春化現象は早くから知られているが、具体的に脱春化を起こす最低の隈界温度その他の温
度条件については不明確であり、更に日長などの光条件についても一層不明確であった。
　著者はこの研究によってダイコンの脱春化を起こす最低限界温度が17℃であることヨ30℃では完
全な脱春化が起こること害春化に有効な最高限界温度が15℃であることを明らかにしヨまた不完全
な脱春化条件下でも処理期問の延長によって花成に至ることを明らかにした。春化中及び春化後の
日長及び光強度の影響を検討し、春化中は短日が花芽分化を促進しラ春化完了後は長日が花芽分化
を促進すること，春化中の強光は脱春化を起こして花成を阻害すること，春化後の高温（30度）は
発育を遅らせるとともに側枝数を減少させることを明らかにした。これらの知見は従来慶昧であっ
た春化及び脱春化に対する温度及び光条件を春化中及び春化後の両時期について明確にしたもので
ある。また本研究はヨ走査型電子顕微鏡を用いてダイコンめ生長点における花芽分化の段階を観察
し、更に従来のドーム状期で花芽分化を判定するよりは側枝分化を以て花芽分化の指標とすること一
が確実であることを提唱した。この知見は特に採種栽培において花成を確実にするための基礎的知
見として役立つものである。
　著者の研究によってラダイコンの春化及び脱春化特に後者に対する温度ラ光の影響を初めとする
多くの知見を得た。これらの知見はこれまで大きな問題であった薯者の故国タイその他多くの熱帯1
亜熱帯諸国のダイコンの採種栽培における花成の誘導技術並びに採種収量の向上に対してうまた野
菜栽培としてのダイコンの生産における抽だい阻止の技術に対して具体的な指針を与えるものであ
り。野菜の生産技術の向上に対し寄与するところが甚だ大きい。
　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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